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表1　平成9年度生活保護基準改定の概要

第52次 第53次 備　　　　考
（8年4月1日） （9年4月1日）

円 円

1生活扶助基準 標準3人世帯一33歳男、
居宅（1類＋2類） 29歳女、4歳子

標準3人世帯 158375 161859

期末一時扶助費（居宅） 13950 14220
【加算等】

妊産婦加算（妊娠6か月以上） 13600 13860

老齢加算

70歳以上

（居　　宅〉 17，610 17，940

（入院・入所） 14780 15060

母子加算

（居　　宅） 22，890 23，320

（入院・入所） 19，230 19600

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　宅〉 26，420 26，910

（入院・入鮒 22，160 22，580

重度障害者他人介護料 70050 70650

在宅患者加算 13090 13340

人工栄養費 11750
1！970

入院患者日用品費 22800以内 23230以内
入学準備金

小学校 38，500以内， 39，200以内

中　学　校 44900以内 45800以内
2｛宅扶助基準

家賃問代等 13，000以内 13，000以内

住宅維持費 年額118000以内 120000以内
3教育扶助基準

小学校 2，100 2，140

中学校 4060 4140

4　出産扶助基準

居　　　宅 178，000以内 178，000以内

施　　　設 137，000以内 140，000以内

十入院料 十入院料
5　生業扶助基準

生業費 40，000以内 45，000以内

技能修得費 57，000以内 58，000以内

就職支度費 30000以内 31000以内
6　葬祭扶助基準 166000以内 171000以内 大人の基準額

7勤労控除
基礎控除（限度額） 32，640 33，260

特別控除 年額148，400以内 年額151，200以内

新規就労控除 10，200 10，400

未成年者控除 11，400 11，600

不安定就労控除 8，000 8，000

（1級地一1）
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　あ勘引平を消る向種
な有案き成行費も上加
歳　し上九っ者の分算
　　所げ年て物で以に
　　要に摩き価あ外つ
れ　のよにての牽のい
ら　改るおい動」特て
嬰毅雛睾耀墜
に　 っの　」勘　要般つ　 た影消ろ案従に的
い　も響費でし来対な
て　の等税あ改よ応生
は　でも率資定qす活

表2　平成9年度生活扶助基準（月額）
　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

級地区分 格　　　差 平成8年度平成9年度 改定率

1級地一1 100．0 158375円 161859円

1級地一2 95．5 151248 154575

2級地一1 91．0
144121 147292

2級地一2 86．5 136994 140008

3級地一1 82．0 129868 132724

3級地一2 77．5 122，741 125，441

税　12）と向よ労　いいとさびい代　11）二
の教　こをる賃まててなれによ等住
引育教ろ勘影のた所もつた指うに宅住そ
き扶育で案響動・要こて特定なつ扶宅　の
上助扶あしを向住ののい別都場い助扶他
げ基助胤て含　宅改特る基市金て基助　の

響て　　善費引に発限九で市都準’　に
を峡　　を物きつ　度年き毎道で家　 つ

含　　　行価上い　額度るに府賄賃　　い
め消　　 つのげて　ににこ設県え・　　て
た費　　た動に磯　つおと定並な間

要よにき入基級従
のるつた所準地来
改物いと基との
定価てこ準の据級
をへ娃ろの均え地
行の　で据衡置間
つ影消あえをき格
掩響費る置図措差
　を税漢きる買是
　考率　措た　正
　慮引平置めまの
　しき成をのたた
　て上九と入’め
　　げ年つ院居の
　所に度て・宅三

表最かり嘆保　 三　つ者特基　案よ料の基　13）さつ給　一か学

謹縫世難最螺購誌筋雛籔馨接編舗
と活帯額帯準護低　　に除除　善価状の各扶のこ僕　　％経費
お保をに員嬬者生　 つ　の各をへ況性基助他と
り障想違の　に　活

礁籍1蝶
な倒成力1住帯る
歳爪九　地の最
　す年い等家低
こる度くに族生
こζのつよ構活

い新限種行の’格準’
て規度勤つ影消をに生
も就額労た響費踏つ業
所労を控も等税まい扶
要控は除のを率柔て頃
の除じにで総引　滝
改　めつあ合き各　葬
善未といゑ的上種こ祭
を成して　にげ実れ扶
行年ても　勘に態ら助

　　通この費等
と必学の改のの

屍が教他魔をや
　別材監　勘教
　途費　　案育
　支等学　し費
　給に校　てに

資万の一ζ控準し実場要がいる通必てで
　五二三　除はた質合が適るこ学要計示
　；十〇｝額控が的にあ用金教のに上す
　二五〇級の除つに媛資さ額　た応し額
　○日円地目額て手　　れ以及めじた嫡
　円分（で安を　元収ま奪下びのても

　控合賃　を準し生控入意そ示加費こ準
　除で金士あと得に除のすのさ算ののに
　さ　日二げなるな額ある実れさ実他つ
　れ二額万る蒐水軌がる必額てれ費にい
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表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1，標準3人世帯【33歳男（傷病）、29歳女（就労）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 174β59円 167，575円 160，292円 153，008円 140，724円 133，441円

生活扶助
　　第　1類

　　第　2類

161，859

107，130

54，729

154，575

102，310

52，265

147，292

97，480

49）812

140，0Q8

92，660

47，348

132，724

87，850

44，874

125，441

83，030

42，411

住宅扶助 13，000 13，000 工3，000 13，000 8，000 8，000

（注）1．第2類は、冬季加算（V］［区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2．就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水準は、

　生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。

2　、婦子2人世帯135歳男（傷病）、30歳女（就労）、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 218，424円 209，284円 200，120円 190，g70円 176，840円 167，686円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

203，284

143，650

59，634

194，144

137，190

56，954

184，980

130，710

54，270

175，830

124，250

51，580

166，700

117，800

48，900

157，546

111，330

46，216

教　育　扶　助 2，140 2，140 2，140 2，140 2，140 2，140

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

3，老人2人世帯【72歳男、67歳女1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 148，747円 143，g62円 136，957円 工32，262円 120，177円 115，552円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

117，807

68，570

49，237

113，022

66，000

47ρ22

107，197

62，390

44，807

102，502

59，910

42592

96p607

56，230

40377

91，982

53，820

38162

老　齢　加　算 17，940 17，940 16，760 16，760 15，570 15，570

右　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8ρ00

4、老人1人世帯【70歳女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 107，608円 工04，679円 99，521円 96，673円 86，434円 83666円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

76，668

32，400

44，268

73，739

31，460

42，279

69，761

29，480

40，281

66，913

28，620

38，293

62，864

26，570

36，294

60，096

25，790

34306

老　齢　加　算 17，940 17，940 16，760 16，760 15，570 15570

住　宅　扶　助 13，000 13，QOQ 13，000 13，000 8，QOO 8，QOO
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5．母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 198，628円 191，510円 182，728円 175，6U円 161，829円 154，692円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

158，318

103，590

54，728

151，200

98，930

52，270

144，058

94，260

49，798

136，941

89，600

47，341

129，829

84，950

44，879

122，692

80，280

42，412

母　子　加　算 25，170 25，170 23，530 23，530 21860 21，860

教　育　扶　助 2，140
2p140

2，140 2，140 2，140 2140

住　宅　扶　助
13000 13000 13000 13，000 8000 8，000

6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 191607円 185962円 178537円 172902円 160477円 154．832F

生　活　扶　助

第　　1　　類

第　　2　　類

125，467

76，230

49，237

119，822

72，800

47，022

114，167

69，360

44，807

108，532

65，940

42，592

102，887

62，510

40，377

97242

59，080

38，162

障害者加算
重度障害加算
重度障害者家族介護料

26，910

14，270

11960

26，910

14，270

11960

25，140

14，270

11960

25，140

14，270

11，960

23，360

14，270

11960

23β60

14，270

11，960

住　宅　扶　助 13000 1300G 13000 13，00G 8000 8，000

こども未来メッセージ標語集

何でもたあしてみたら、
　　　　　　ニコツと笑つて！
　こどもたちの未来へむけてのメッセージ

質こども宋来財団編■

●B6判／152頁●
●定価本体τ，500円（税別ン

こどもたち0～夢、希望がいっぱいつまったメ・ワセージ集

★こども来来メッセージ入賞作品
　●厚生大臣賞
　●こども未来財団会長賞

　●全国社会福祉照臓会盆最賞

★こども來来メッセージ入選作品
　●2↑世紀の社盒へあけてのメッセージ

　●2他紀の自分へあけてのメッセージ

　●お父さん、お田さんへのメッセージ

　●21世紀の社致へむけて、今、子どもた右に伝えたいこと

★第50圓児童福祉週閥標語入賞作品

　　　　　●お申し込みは、書店か、都道府県社会福祉協議会または下記へ。

欝襖全国社会福祉協議会出版部欄稽臨翻謝関昏去嬬驚畿ll
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員み季　てをが学遠要定行　　1限　 二　つ誓か証健事町害
が込施ま位義で校足領しわ夏く（5）を夏　　て約ら明所務村者r
参ま設歳置務き教やでてれ季解）な季夏い書自を長所環の常

　　環いでな施認　認　海季　　局給給　　る護嬬なの場務明
生とてあも設め実め学学休　第回製　こ　つ場合所は

義徒し娃為の参牽態ら習校業　　 6数の　　と証申て合は長身
務のて　　と加」的れ指を中　　 iの緩　　と明請おは福又体
的全組夏　 し費とにる導想に　　3制和　　な書者q保祉は障

の　　支す　　き　 三こさ　め小育るといいわ　るる対お経
寝（3〉　給る（2）　上（1）　　とれなる限成場なるてれ今とこ応い費
具出（基被保（げ布被のる挺二度に合く、こはる回ことすてと
産霧灘灘饗嚢桶就鰯難当講馨最麓重齢
養控6度な始6莞の等よと学しを　　該らのも近あそと活て
　えの額い時の　支の　う璽奨魔施そ児学・独あ年蒐のは費お
おて2を者に2　給金留複励設の童年夏自り2　参なのり
むのの引等おの　基額意し法　参参’の季性’回　加かや’
奪翻鐸甥蹟肇騨鋲響㌍繍簸あ馨欝鍛
鋸お膳蕩嘉　礁署乞難醤馨翻蟹羅躍
鱗④ミ舗⑭薪　舗蕪鈎警猪砺宅蓉
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の次　て費のの後ももじ由う来
う官一いの生との保のたにべ経
壷蓬灘言摸奪澆薦蕩蓉膳藷

額の度寮額患の等の菟
の消額　び　を者④　の㊥

窪翻㊥覇　籍

生
業
扶
助
の
特
別
基
準

七　　ζ円加　　六第七円小　　五　げ万定合の真五つ　　四　用
　　　か算衛　　 6三礁学学　　た円さに額に○い家　　 さ

　　盆らで生　出　の○　校級教　こかれ都にや○て具　家　れ

　　黙購鵬購鮎茜轍綱二慕桿薯

　　　た○合改　 （か○い改　 き　てるりも二額　　な
　　　こ○の定　局ら○て定　上四設場こに万に　し1

のに万受　　 十　げ七障準　 九£八限　 八の盆七い円六
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賜鱗智　要つに護はて占保人年年九を
罐誘轡麟難藁器熱麟餐

月と度紙て医ら要療式厚る請看省令に×士のに給わ五
皐舗纏難驚論轄灘縛顧廊撃騰晶
四こ様格の・二式に正令共関養七成る人一をる老こ求
日とのに改診十二おに第平す費十八省保十改費人と分
社と日つ正療四十い伴七成る　一年令健四正用医と）
援し本いを報号三てしミ十八省訪号十の施日すの療なか
保た工て行酬ま号迄　二年令問）二一設厚る請及っら
第一業もう明での　生量十の看及月部療生省求びて様
二平規医と細の一医活、二一護び二を養省全に公い式

匪
Fム・

些ヨ

■
＝，

6
≡…

ピ噂

＝
一

　（3）一八関保社　二様ツ猟便しりにゆ倶一　（2〉八る同施る　百
①部年す護会ま月式サをか取つうに医日こ様術柔ま六

書　なを十に活省。年のマ材利至よ書き整の　　十す迄拳け

）
（ ま一あ領さ示基具害の　　三上ものる運れい定千る実の
の昭な・る第れ第準の者消　　十げ四診老営ぞてに四検施消
一和　八治三た百＿種福費　　一る千断人要れ五係百診要費
部二同を療のこ七昭貝祉税　　 日こ四書保領引千る円料領税
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養正）医と八関に要る給といと期月付　　社ぞに・てをび定・

る保正　護号正　正
医護が優法）す　に
療法行生とにる　伴
扶とわ思名よ法　っ

いな通
も文知
の　内
で従容

簑二にハ長止い実二つ帯連生活
一（対ン及k予施日い曼名省保
百平すセび　防し社てに通社護
十成るン保新法て発一対知会法

が社ど主の医　充指査府る営し全医医受
あ会し治密療ま実導・県力1をた体療療給
免復て医接機歳強　点等　確がに扶扶し
　帰　訪な閏　化検検にな保つ与助助て
　の的問連　畏を査やおかしてえの費お

　い軽用託係つ要おにプ関必適大保こ約
　くにす医機いが一対トや要切で護と六
　必努る協関てあ層すの都でなあ制か割
　要醜な講と嫉屍のる審道あ運蒐度らを

111i毎ロnd　Wel飴re



導　針の監　実知三て
監平が諸査ま施に十嫉生
査成示問結欺要お六　活
方九さ題果　領い号平保
針年れ等等各がて厚成護
等度てをに年定　生六法
ににい踏み度め監省年施
つおるまらごら査社三行
いけとえれとれ要会月事
てるこたるにて綱・三務
建生ろ指制保い及援日監
　活で導度護灸び護社査
本保あ監運の　監局援に
年護菟査営動　査長監つ
三指　方上隅　の通第い

にれを十と会主都月
つたも九も議管道十
いとつ号1モに課府二
てこて厚　お長県日
説ろ具生三い会・及
明で体省月て講指び
すあ的社二　　定十
資り、な会十そ生都三
　　取・五の活市日
　以り援日内保社に
　下扱護社容護会開
　そい局援を関福催
　のが畏監示係祉さ
　概示通第す係関れ
　要さ知三と長係た

抱て障○が部逝傾　 一

えお害％認の単向最
るり、者以め福｛立で近基
世　世上ら祉で推の本
帯こ帯構れ事み移保方
にれ　 る務るし護針
対ら母高。所とて動
すの子齢被に都い向
簾鞭保編鮮道なで帯護てを’ほ
　二占’世増中福ぽ
切1め傷帯加心祉横
のズら病の傾に事ば
充をれ・九向一務い

て小稼把黛ケてζさ及な収近を　実
雛糠稼嬬制綴紛霧慧
さに入不働のと度労お増占と要
れよや十年資この指指咳に竺傷保で
てる各分齢産ろ適導導　よ　病護あ
お不種等層ので正監の引る傷にの資
q正年のの把あな査徹き廃病よ開
　受金問者握る運結底続止のる始
引給の題にやカi営果が豊が治開・
きが無が対活　に等重　四癒始廃

難騨暮糊螺換雛魅
制と　ら病不開さみあ把強稼○状
度し過般状十始れる蒐握と働％況

　　保平
　　護成
　　施九
　　設年
　　等度
　　指の
　　導生

課
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が重管を事　助に助り本性制咳て　し着に県及定た九　の

　的　が嫉をがり務点握生動所平査　　導行び導一護背要
　に問是　多肝組所にkじ向に板の　実のう別監rの景で
　指題正特く要む自つ　さ及お的実　施主指紙査都指のあ
　導点改別抱でよらい具せびけな施　す眼定一の道導も灸
　すに善指えあうがて体て地る監に　る事医；主府監と
　る応の導る資指主適的い域実査当　こ項療都眼県査’
　必じ進監福　導体切にる的施をた　と及機遵事・に平
　要て行査祉　援的に取根特体避つ　とび関府項指当成

（ア）の

　推保
権進護
利　受
義
務
の
周
知
徹
底
及
び

イ菟の務関命適底択す　指他専　う上に寧　　　ア（→二
　　徹者係保切に　るさ導法門まよの引な面徹に

　　麟鑛鑛鷲鵠雛陥髄雑鞠羅髄
　　努す査裡取　　　　よ策観関導　すを談　るのの事
給　める　　を調資生保うの点係す義と行に　助相適項
定鰹纏聴難鷲融難激膜言談正等

導　すの扶所関意り嘆を　も参を　底護を懇　調始
援　る調養等　書の　確　助考図　を制十切　査段
助　こ査義の生の徹病認　言硅り　行度分丁　の階

がをケ具　　　（つ導い被倭　よ及等告年　定係妥出的う度

糊響顯ケ茗轟蕪艘饗面篠翁齢鮭繍資
しとのなののの1こ点世務　導給いのの　め査をた出も科護騰

切実格さし　問処　うにまい　す有年入て　入じ容　定を護
な態付竺た　活遇　指つ柔て　る無金申建　認関の提期行制

形嫉の労訪問　　ウ
成　結の問に稼に　把理か可情帯　の要援者侵る問訪導にが見
等就果可等よ働対稼握由ら能をにな措に助等　よ頻問を対あ直
へ労　否にる年す働にの生な聴つ歳置応の要多う度格要す資し
の意就によ生齢る年努確活限取い　をじ充援様指を付する　を

つ慣し　　治　　1」態不員よにく　な　指高と講　てにの必
？のてそ就医訪　ス菟の在等咳実世　ど必導齢もず訪僕指者要
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査にの　く内把るあ無種　工導職指数業じえ働数て　積の所求
繍蛎鯵匙纏縫諾欝講鑑鱈欝裏離雛
めをケた審収訪又受正うをる就を先るを就病なを同動た求1映　査入問こは保給受よ行と労的等者十労状稼指図行報
関めス　　が申調れ過険の給ううと時確のに分時等働導り、訪告
係るに収　不告査ら小金多防指なも間に関対活間かし援　問書
先とつ入　十書に発申収く止導ど膜を把係し用がらて助自等の
調とい申　分のよ生告へは対す積　増握先てし少勘いを立に徴
査もて告　な徴る要に　稼策る極必加の調倭てな案る行助よ取
に咲犠内　事取生因よ預働等こ的要さ美査　いいk場う長る
よ　　容　例及活をる貯収の菟なにせ　に必なな　合この就職
る課申に　がび実検も金入推　増応る就よ要い茎就でζた労業
内税告疑　少申態討の等　進　収じよ業りにと　労あ　め指安
容調者義　な告のすでの各　　指転う日就応考稼日つ　の導定

に点た　ア倒
福をめ生
祉理に活計組
　事娃保画織
携者　護的的
所等生のなな
がに活適運運
取理保正営嘗
り解護実管管
組さ実施理理
むせ施をのの
べる上確推推
きとの保準進
問と問す
題も題る

努の他】と医的世　　口
め観法ズの療確帯高助
る点他に連　にに齢の要
よか施応携福把つ煮充援
うら策じの祉握い　実護

蒐遇　サ　関直の者　す
　の自1個及鰻二等　る
　充立ビ々び　 1要　指
　実助スの地保ズ援　導
　に長等二域健を護　 援

対状行嬉　る指に審
策況い　まよ示従査
のを’発なうをわを
推報そ生　指実な徹
進告の経不導施い底
にさ是過正すすケし
努せ正と受るる1
める改発給こなス福
る等善生が菟苗に祉
こ不の要発　厳つ事
ζ正た因生　正い務
　受めのし　にて所
　給の分た　対はの
　防取析場　処文指
　止組を合　す書示

る接応置ケ支　ウよど対ると行てる　イすよる祉　要なせだ点
こ相じに1障ケ　う査す助と管い制査　るると事までつ’運’
ζ談専努スを1実指察る言も理る度察査こ是と務歳あてこ営対
　体任めワきス施導指回指監及こ運指察ζ正も所　ゑ組れ方処
　制面さ1たの体す導行導　びと営導指　改にが個　織に針方
の接せカさ処制る機訪及ケケかの員導
確相る1な遇のこ能問びIIら中は機
保談と等い及確乾のを処スス訪心福能
に員とのよび保　充積遇ワ審問的祉の
つのも適う事
い配硅正査務
て置　な察処
指な必職指理
導ど要員導等
す面に配員に

実極困i査調な事充
強的難力を査役務実
化にケ1徹活割所
を行1に底動をに
図うス対すの担お
るなにする進つけ

善’抱別
に自えケ
取主る1
り的問ス
組内題を
む部点通
よ点をし
う検把て
指等握
導にす福

的向及針
にけびを
取て事具
り全業体
組職計的
む員画に
こがを盛
と一策り
が体定込
必とさん

訪通よ　にのを　ア　　四
難綴羅灘医総医
査況名　すにし護療に指療
等等’レ牽当て世扶つ・定扶

のる　覧　状らが営　に運
療と受点　等の医の　対営
養と療検　をケ療確　すの
実も期等　的1扶保　る確
態硅問に　確ス助　　指保

たのよる1にて　るしる指に保
め研うの任加嬬ま必たこ導あす特
の修指でせえ　農要職と壌るる磯
指会導　にて経　が員の　福た
導等す組し事験小あ配なケ祉め生
を実る織て務の規屍置い1事’活
す施と的い処浅模　によス務被保
る水となる理い福
こ準も対事を職祉
ζの礁応務ケ員事
　維が所1が務　持実なもス多所
　向務さみワいに
　上中れら1こつ
　の心るれカとい

つうワ所保護
い保1に護の
て護力お者適
特動1いの正
に向がて増実
配を不は加施
慮加足査傾を
す味す察向確
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資めとはべ結要因　　の
　らし社著果との被璽
　れて会し　す分保点福
　る制的く文る析護的祉
　福度経高書福に世な事
　祉運済い指祉よ帯指務

　受問よ　平導検で　に
　け題りあ均監討増　応
　らが依ると査を加　じ
　れ認然い比の必要　た

を等歳て事及　　イ指体十活な訪等
期の　把務び指び　導的分指星問を
す傾指握所検定検指援な検導　ま把
る向定しに査医査定助処討及病た握
こ等医た対に療に医の遇しび状はし
蒐を療医す当機つ療徹方’就を嘱’
　踏機療るた関い機底針こ労的託必
　ま関扶指つにて関ををれの確医要
　えご助導て対　に図樹に可にかに

　と運監犠す
指の営査　る
導医上等管個
の療のを下別
実給問通福指
効付題じ祉導

対る立基否把ら応
すこkづ等握意じ
る菟　きにの見て
指　適個つ素を主
導　切別い　聴治
及　な具て生く医

にっ事たの’に営び事営点し及る
各て務も実具個状に前方はてび指
事嬬所の施体別況所提針’い着導
項　等で水的ケ等畏出及各ゑ眼監
ごこにあ準か1に等資び監　点査
とれ対資をつス関幹料事査　には

らす　判総のす部等業対　よ別　　 三

をるし断合ケる職に計象主り紙平着
金指たす的1事員よ画福眼実に成眼指
頭導がるにス情かる　祉事施示九　点導

罐穆舗叢鱈鑛欝蕪監教にをkを護検監所ぴこ眼に査
　当福定　通さの討査の着と事お　　の
単た祉めそじら運並の運眼と項け主

眼

事

項

及
び

盤　福のしま度的実
　祉策’え監特施こ
査事定そ’査性体れ
の務をの取結及制ら
実所具要り果び　の
簿の体因組に保管福

ll簸論灘
こにぶぴ題事に動に
菟応す改点項係向対
　じる善を等る　し
　たな計掌を前地て
　指星画握踏年域建

査務度　←｝
日所監指
程の査導監
等実結監査
に情果査の
よに等越実
り応を　施
重じ踏保方
点換ま護式
的　え動
か監’向
つ査各及
黎瑳欝
的監事年

のす市　　 四

事るが平事
項指実成項指
に導施九　導
留監す年　監
意査る度　査
し遷管の　に
て　下都実前福道　当
施述祉府　 た

すの事県　 つ

るほ務・　　て
こカ1所指　の
菟　に定　留
　次対都　 意

え水に　すす別　の具て題く、の
な準つなる主指ま向体　の　問
いにい挺こ眼導欺上的所発総題
こ応て　と事に　にに要生合点
とじ嫉こと項つ指努指のし的の
とて　のし及い定め示是たな把
さ適各主でびて医るセ正要分握
れ宜福眼い着曝療こ　ま因析に
て追祉事ゑ眼　機と実たををと
い加事項
ゑし務及
　て所び
　差の着
　し実眼
　支施点

点別関が施嫉的行ど
に紙に重水　確いま
よ第対要準改に　’る
り二すでの善把そこ
実にるあ一策握のと
施示個屍層をし問な

イ

　　⑤　④　③
特た　ケ　す　ス
別ケ前1暴る高
監1年スカケ齢
査ス度を団1者
　の監対関ス等
　う査象係　多

ちにと者
未おす等
措いるケ
置てJl
ケ指　ス
1摘　（
スし　全

様
な

～

ズ

を
有

②

新
規
開
始
後

年
未
満
の
ケ
】

　　的るにに途事　項る　kり、の福　アに
　①確だ行当に務まに福な　　事祉一　実
ス　にけうた実所欺重祉掩実原務事般一施
　稼把多とつ施の　点事　地則全務監般す
　働握くとてす全ケを務特にと般所査監る
　年す行も嫉るケ1お所定年しにには査こ
　齢る飛侵　こ！スいにの一てつお年　ζ
　層よ、　　次とス検てつ事回全いけ間
　のうケ実のとの討監い項実福てるの
　者努！地ケk概嫡査てに施祉行生計
　のめス調1　ね　査嬉問す事う活画
　いるの査スそ一当行　題る務も保に
　るこ実はをの割該うそ点こ所の護基
　ケ蒐態で重選を福このが莞にで行づ
　1　をき点定目祉蒐事あ　対あ政豊
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動たにを画度　 （三1

向問お策を当都
等題い定樹初道監
を点てす立に府査
勘及実るすそ県実
案び施にるの及施
し最し当と年び計
て近たたと度指画
監に監つもの定の
査お査て1モ監都樹
のけ結遷　査市立
主る果　実の建等
眼保に前施実
事護現年計施毎
項のれ度画計年

配等等要も　1二1
意力1のなつ監
す　監問て査監
る直査題編班査
こ接にが成嫉班
蒐そ当予す　の
　のた想る監編
　指つさも査成
　揮てれの吏
　に1夷ると員
　当　福し二
　た主祉’名
　る管事特以
　よ課務に上
　う長所重を

るの
　③　　②　　①。
め　特示　監祉
の監別す保査事特
監査な福護　務定
査後監祉動　所の
　の査事向　に事
　状　務等　対項
　況　 戸斤に二　しに

　を　に特　て問
　確　対異　行題
　認　 しな　 うが
　す　て傾　特あ
　る　行向　別る
　た　うを　な福

よ一
う般
な監
特査
別の
監ほ
査か
を

行必
う要
必に
要応
がじ
あ次

善必期対　どて年改は　善にて各　四1

雛慰誘縣難鷲論難監
を応付是侵あ罫に策麹　いをに事監査

織巖指鑓籍講甦難麓

　てとつ問菟さ項k　項こ是後点た等
　そとい題　せに　併の蒐異速につ
　のもて点　るつ当せ指　　やつて
　改硅建に　ない該て摘　改かいは

つを
い定
てめ
十’
分計
留画
意的
すか
るつ
こ効
菟率
　的
　実
　施
　に

　　　（1）　1
調貫階申　実
査に萌保施保の指お　護の護
離朧霜魏
　び助段鱗　正

内査業に源な握
又は等生状　 さ

は行の別況　れ
近わ生母　　 て

隣れ活子　　 い

のて実世　　　る
市い態帯　　 か

特　る及の
　かぴ前　　　　　まに　。収夫　　　た
居　へ及
住　　　び　　 必

し　資転　　要
て　産出　　 に

お　等し　　応
咳　をた　　じ
あ鮮　霧
趨総　零

　　　（3）　　（2〉　　　　　　　　　（112（61　（5）〔4）　〔31　（21　　ω1

イ　ア等　 ウイ　　ァ　 員　さるいよキ炉繕鎌麗謙嚢ま難轟羅峯難輪雛蕪撫、

かし

　保
　護
　を
　開
　始
　し
　た
　場
　合
　は

　文
　轡
　に
　よ
　り
　本
　人

著繍馨離
解離鶯の確　 れ稼書

馨簿粘にれ会る入動
必て襖力1
要い
なる杜
同な会
意　 保

書　 険

が　事
適　 務

切　所
に　等
徴　）
取　調

’履
年

金預
等貯
）傘
の

内生
容命
1夷保
　険
挙

証自

る及る果つ
調びかがい
査保
の護
徹金
底品
　の
　支
　給
　は
　迅
　速
　に
　行
　わ
　れ
　て
　い
　る
　か

。面て
接の

繋
鋳
議
耀
所算

長れ

瓢
鎚

摩徹保
　底護
家はの
庭図し
環らお
境れり
　て一
地いの
域る配
とカこ布
の　 等

関　 に

係　よ
等　り、
は

的　 法

確　律
に　　に
把　定
握　 め

相制る
談度適
内の切
容趣な
に旨対
応峡応
じ　　と
た要事
懇保務
讐鍵
要髭

搬
綴
糠
てる

別
紙

薯
賓
指
定
都
市

．探

嗣7

量
藍

・募

藤
嘉
馨
護
点
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　　　　　〔2）
　　　ア援に
収底務　助お保
入及の権のけ護
のび周利推る受
糧　資知　進指給
　産徹義　樽中
　、

等適年適びは’
の切奪切給添定
受に　に与付期
鎌罎驕魏
格さ傘れ書て徴
のれ補て等い取
有て償い挙るさ
無い金る証力1れ

蓉蕪傾5
受　送　の　る
給　り　内　か
金　等　容
額　）　審　そ
は　の　査　の
　　収　＿　際
社　入　稼
会　の　働　給
罎糧墨甚

　　（3）　　　（2）　　　（92れ　時　1
イア稼給イ明ア稼イ調ア醐硅麟権
年収働与収書収働資ま査資産産る　な護利
傘入収額入等入収産欺等産の及禰轡指者’
保齢筆離害舗資憲灘騨縫
墾灘嘆雛環號罐毒噸利腐

轄獲頼
の内確貯
指容認傘
導にさ
又変れ生
は化て命
指はい保
示なる険
はいな等
適か　v
切
に

行
わ
れ
て

い
る

か

の

里
禺
容
は

関
係
先

轟難翻　　等いに底
　　のるつ
　　変発い
　　動　て
　　に

伴　rっ　保
届　護
出　の
義　し
務　お
の　り
周　一
知　等
徹　に
底　よ
が　 り
図

ら　適

　（2）　　（L）3
つ　る談　　　　オ　エ　ウ
い郡牟酸関関必給　調　切　度

韓幾離葭雛謙難
耀鍵民簑欝繍禁輪
連所　安生の助当康の査い会待

灘瀬轟雑欝雛羅十い
分て
とは
ら　’

れ高
て齢
い者
る及
かび
P身

　体
　障
　害
　者
　等
　の
　処
　遇
　に

簾
響
擁
露
騨
塒
膳
観
縄

灘講
ると養てベ
カ1し煮の
　て　指必
　認税導要
　定法はに
　さ上行応
　れのわじ
　て扶れ’

購確
鱗鱗

　対象　所
　し親　 へ

　て族　の

しる
てと
未き
回に
答は
と　’

な実
つ地
てに
い調
る査
ケさ
1れ
スて
のい
処る
理な
は

適

　　　　　　イ
の調画のた実
推査的樹処態ケ
進活な立遇に1
　動訪と方即ス
　等問計針しの

　〔21　　　　ω2〔31　　（2）　　　　（1）1　　　　（61　　　　⑥　　　141

活世るし　 とれもの的　施浅　資て　の　ウ繍聯錘璃騒礁露讐禰漏餐難繊歪鵜鰹論蒲
縫繊嚢鰹轟ll藁顯ll毒1蘇鐵購繕
鼎騨定総1懲轄ll羅欝1鱗ll灘
醗糧螺賠
な1が1定かスもス勘ズに
欝魏道
なはれえっ
っ　’たるて
てケも高峡
い1の齢
るスと者稼
力このな等働
　実つに能
　態て着力
　’い目の
　訪るし活
　問力こ’用
　調　当を
　査　該図

oの
実
態

訪
問
調
査
活
動
の
必
要
性
に

即

録断の実
萌議継
記等な変
さでケ化
れ組1に
て織ス即
い的等し
るににて
カ；検つ適
　討い切
　さてに
　れは見
　て’直
　い関し
　る係が
　カこ機な
　　関さ

鞍
橘
謹
儲
騎
錨
惣
藷犠

騨

琶
帯
主
及
び
世
帯
員
に

つ
い
て

の

処
遇
方
針
が

の養
上能
　力
必調
要査

響
號
綿
陪
礁
畢

い態
るに
かあ
　る
　者
　に
　つ
　い
　て

　讐

　婁

　第

　送

にのれ認
つ確てす
い認いる
て

老
齢
年
金
等
の

受
給
資
格
に

つ
い

るた
かめ

　課
　税
　状
　況
　調
　査
　等
　の

　斉
　点
　検

にはを関

齪鞭
さにし調

犠礁
いさるに
るれ場よ
カこて食り
　い　確
　る通認
　か算さ
　。のれ
　　対て
　　象い
　　とる
　　なか
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　　　（3）
進指1の
　導ス者稼
　援にの働
　助対い年
　のする齢
　推るケ層

　（31　　　　　12）　ω1
状　適　検つ　形
爆育切ま診い傷成就就
入轟檎建等繍
難罐簿。認轟
攣懲零、吉矯箔糖

欝蕪熱膿雛案る
さ就
れ労
’指

適導
ーは

　地お域
れに
てお
いけ
るる
力二保

　育
　所
　の
　設
　置

わに検て助に
耀主脇澤
場さ治い切さ
合れ医者にれ
にて訪の行『
越い閲傷わ就
　る　病れ労
保力こ嘱のて意
勇
罐
轟
霧
馨

託程い欲
医度るの
協’発助
議就
’労

必の
要可
に否
応等
じに

長

生
活
習
慣
の

　　（7）　⑥　　　　（5）　（4）　　（3）

て　　い　不　る　摺　祉

髄齢雛議離贈懇塗　調ケに由　切す助主ビ　を
　早査1わを民なべがのス多も
　期結スた確生対き行みの様つ
　に果はつ認委応者わな活なて
　ケ硅なて』員措のれら用二訪
　1　い来　　置不てず等1問
　ス査力こ暫家親が在い　必ズ調

縫袋鷺繍雛饗舘
　に導　 る面かれく　 に指え動

明員
確等
にに
記速
録や

離
選
黙
騨
響
れG

きよ活
訪う状
問努況
調力等
査しの
活て聴
動い取
がるを
行力；行
わ　う
れ　な
て　 ど

離鉢奮
が行’るの
続う生力乙場

　　応導るを
　　じ援高行
　　て助齢つ
　　世が者て
合　帯行世い
に　員わ帯る
は　とれ等発
　　面てに
訪　接い対
問　をるし
方　行力こて
法　い　は
を

工　適　在
夫　切　宅
す　な　福

か
（2）　　（1）3（3）

　な　　　　て
。臨い特訪訪訪いま
時奄鰻問問問るた
訪
問
は

調調計か
　　長査査画
　　期活活1柔
　　間動動
ケ　未楼のケ
1　訪　状1
ス　問概況ス

験翻博況　計画　に
変　画ど　基
化　にお　づ
に　比り　き
応　べ実　適
じ　実施　切
て　施さ　に
適　回れ　策
切　数て　定
に　がい　 さ

実　少る　れ
施　なな　て
さ　い　　 い

れ　ケ　　る
て　 1　　　か
い　　ス
る　 は

　　〔41
進止
　対不
　策正
　等受
　の給
　推防

　ω2　　（2）　　　　ω1
ま不不編巽ま収収
　正正従三る　た入入
芯雛舗鱗濃崔
質にケいたり状要内内
なつ1場るの況に容容
ケいス合収努調応にの
1てに楼入力査じ疑確
差噂文購篇灘
つ法る書書わ一務あの
い第措指のれ斉先る状
て78置示提て点等場況
は条　等出い検関合
　に
告よ
発り
等厳
が正
行に
わ措
れ置
てさ
いれ
るて
かい
　る
　か

ののるを係1養
措指力1行先
置示　う調説
がに　な査明
行対　どをを
わし　’適求

軒鯉等
い正　事行い
る当　務うる
かな　所と発
。理　とと
　由　しも
　も　てに

　　　3（6）　　　（5）　　　（41　（3）　　　〔2）　　（D2

助ケ　　て入適に指へ十れ計だ1自自身まい等稼切まよ稼導自のま分自て画稼自
行ス立立体欺るが働に欺り働が立同欺行立い置働立
わを助助胸　力：少能行　徹能適援行　わ援る　能助
れ中長長　転
て心選ケ家職
いに定1庭を
る選ケス的含
力：定iの条む
　kス選件増
　　は定等収

自『
立稼
に働
向能
け力
たの
積活
極用
的を
か指
つ感
重す
点る
的必

総
灘

に指
応導
じが
た行
適わ
職れ
指て
単』い

がる
行か
わo
れ
て

い
る

か

な力わ指底力切助訪求れ助力1求力長
い及れ導さのにの問人ての　職のの
者びて指れ活行た等情いた　活活指
に地い示て里わめの報る峻　動用導
対域るにいにれの援等な　　状等状

勤金
務水
先準
調等
査か
又ら
はみ
課て
税

状就
況労
の日
調数
査『
が時
行問
わ

れ収

kの有従るつて各助の
　賃　わ塗いい種が収

な

い
場

に
は

保
護
の
停
廃
止
等
の
措
置
は

締懸
導
糧
小
は

必
要
に

応
じ

文
書
指
示

度て’
謡腰
法かに
他
施
策
の
活
用
に

つ
い
て

の

Q応
じ

た
公

益
萎
霧
等

況自況
響妾

礫
齢
議
魏
躍
鍵
語自

疑
わ生
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　　2援に
助対要
のす援
充る護
実指世
　導帯

　　　　（3）　　　　　　（2）　　　　　　　　　　ω1
　イア等　ウイア　ヱウイ　ア
魏繊蜘毅輔離鰻窪難
携委部状世て扶援の指の帯は義た煮め等等ビ護　体
　貝局況帯い養助進灘養に行務め　てののス世傷的
近　と　のる手が路援育対わ者の障い受各事帯病な
隣保の　処梵当行に助態すれに制害る給種業の・指
住健情　遇
民所報
の　交
協各換
力種
等相連
に談絡
よ員調
蔓講
援療は
繍蕃
等’に
幅学行
広校わ
い等れ
社関て
会係い
資機る
源関力二

充
実
の
た

め

の

関
係
機
関
と

の
連
携
及
び
杜

資
源

1鷲1嚢ll鷺鎌霧蝦
施る学ての助　ケがる　に施間応帯充
策袴校い就の
の　等る学状
活
用
に

つ

い
て

の

指
導
は

適
切
に

関塗状況
況
等
に

問
題
の

あ
る
世
帯
に

対
し

1図世スら帯
とれに
のてつ
日いい
常るて
のか
交。必
流　要
等　な
に　生
つ　活
い　環
て　境
の　等
協　の

禰簿実
検用度1る討は’ム指
し図老へ導
　ら人ル援

騨搬
関る設ビ況
にカこ及ス
対　び事
し　社業
て　 △　■

協橋デ

　〔2｝　　　　（ll3
応　べ盤れ法
灘翻磯歪歪
わ事題実る条受受
れ務点態脅及給給
て所の把　び等等
いと有握特第のの
るし無に賎78未発
発てが問　条然生
　取検題定適防原
　り討が期用止因
　組さな的ケをの
　驚脇支雅
　きいな問の’と
　問るど調発適そ

題力；’査生切の

奮醐鵠鰭
る　事やが導状
場　務関十援況
合　所係分助
　　と先にを

あ罐欝適　取等’観
切　りに分点
な　組よ析か
対　むるさら

　〔21
か

。不
　正
　受
　給
　の
　原
　因
　分
　析
　及
　び
　再
　発
　防
　止
　対
　策
　は
　適
　切
　に
　講
　じ
　ら
　れ
　て
　い
　る

　　3保適
　正医
　運療
　営扶
　の助
　確の

力磁タ護

　めクは
　らシ　’
　れ1最
　たをも
　者使経
　等用済
　　す的
　真るな
露窪

　むはで
　を’行
髪駿

　いのて
　者診い
　に断る
　限にか
　つ基D
　てづ
　行き
　わ’
　れ歩

　　　　　　（1）3　　（3）　（2）　　　ω2　　（4）　（3）　（2）　　ω1
　　　イ　　ア　　い義　れ　指　養　　ては　地　は　がに

藏鹸蓬欝繰騨馨難蔓冥繍麺鱗
　　　　　給付付　たト調の嘱病常卜ト　て病医関て院行確者助通付

院嫉
証

明申
書請
　に
レ基
セづ
プき
ト行
等わ
にれ
よて
りい
事る
実力こ
確
認
は

行
わ
れ
て

い

等
の
状
況

場点整適託状時はの
合検等正医の活’点

臨鍛讐闘検
　た切払よ　きケ活

lllll欝
又歎い覧プにつ直
は　る点ト際て近

欝舗議
幹
態
騰
雑

セさ1プれス
トてワ
点い1検るカ
がか1
実P’施　査
さ　察

程
度
は

編
綴
さ
れ

療

。数と些
そのな
の医つ真
結療てに
嬰　機い止
　関るむ
踏でかを

いで療のい患わにの受
編凝舘耀換馨

ま受
え診
’す

適る
jE重
な複
受受
診診
指の
導確
が認
行’
わ審
れ査

じ得

汽
馨
蔭
き

患
者
の

居
住

長いさはFこ
期るれ’対
外か　レす
来。そセる
患　のプ指
者　結ト導
の　果点援
実　に検助
態　基　の
を　づ主状
環罐況
し　労訪
　　指間
必　導
要　 ’嘱

な　療託
碧轄犠

翫鱒

　ウ
の　 の

同必活
行要用
訪にが
問応行
を咳わ
要　れ
請関て
し係い
て者る
いにか
るケ

。

か貞

　醗

　議

　の
　参
　加
　又
　は
　ケ
　亘
　ス
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　（1）　4
営　営
管計管組
理画理織
の的の的
推な推な
進運進運

　（21　　（1）1
の　題及
難騨馨響
分及状度及等
析びを指びの

額耀鰍～ミ等掌査等認
　礪握結屡識
具　 し果

雛礎寓
な事る踏の
糟力暖羅
　の　　’動

綾糧向
蓬　て　箏地
　い　務域
等る　所的
そ騎雛
のな　 え

対問　て実
応題　い施

欝舖

　　　　　　　121　（96　　　5　（3）　（2）（ll4　　（3）　　（2）

軸擁鞭擁難楡1懸難1譲畷轍
翻綴舗灘離黙鯉7鰍矯適マ欝喜欝
韓lll灘1況葦1鰯ll麟1
いつ行つ　　　　　　　　　　 学れ『所動ての　い障付付
るいわい
かてれて
　　て　’

轍鶯
　儘　　か障
　　o害
糧
菊
巽
懸
擢

灘魏妙隣響
機の保れ祉機レ、、針
関連健て会関ての
蓮崇馨蠣あ湾建
禦雰拷力噛霧騎

騨霧螺雛れれ予　適況わて
’て防　用　れは
確い法　さ　て’
認る等　れ　い医
がかの　る　る学
さ。活　も　カこ的
れ　用　の　　見
て　に　で　　地

知てス内状い施
識い処勤況る彿1
のる遇務　か
研かにが　 。眼

修。当確　　鏡
に　た保　　等
当　っさ　　治

奪詳欝
　　託る　　の
嘱　医力ε　給
託　等　　　付
医　の　　　は
等　専　　　事
が　門　　　前
効　的　　　に

諺
　金

等
の
累
積
金
は

把
握
さ
れ

加
算
等

を
原
則
と

し

て
行
わ
れ
て

い
る
か

等及営果内
にび方に部
お適針つ点
い正等い検
夙簸懲
懸讐薩
と業れ事化
しがて務対
冒く実い所策
　施ると導
同さカ；し業
じれ　 ての
事て　の結

惣欝
織婚又か　れす
はか　 てる

　〔3）　　〔2）　　11）3　　　（2）　　　　（112　（4）　　　　　　　　　　　（3）

暴麩実蕪当自敷臨㌶欝生譜理講的工のウ務イき1ア最締
　主牟萢施　り面主れなる業桑て査地活営い事じ内問問そ所法問ス開り長じ

正基業
化づの
対く実
讐雛
業事び
が項活
実又用
施は状
さ指況
れ示
て事
い項

的び及がに
内指びと周
灘獣智
検査化てれ
及結対いる
藩器難髪

も
に

進
捗
状
況
が

定
期
的
に

確

方対
針す
にる
基具
づ体

鍛
購
蝶
鴛
麗
麟
賀
毫力こ

分保方業
踏護針計
まのは画
え動’の
奎噌蓬

雍鱒
さ務力況
れ所1必の等
要抱関
にえ係
応る職
じ問員
見題が
直点参
し及画
がびし
行指て

等
は

職
場
環
境
の

薯
婆
賢
窪
蒼
選
努

鼎躍舗鞍耀候
難警鑓奮耀窺遡

華騨糠箕霧響
実修いスのの
施をるに有発
す実かつ無生
る施。いを原

墾て鐸
そ露堺繍
のい　事いし
対磯　務る’
応　 所力こ福
策自　全　祉
を主　体　事

事に’問
務問そ題
所題のか
全を対ら

讐難
て開講務
取始じ所
り・て全
組廃い体
む止ると
ペケかし
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〔3）

実
施
体
制
の

　〔2）

能

の査
充察
実指
　導
　機

1

職
員
の
配
置
状
況

（31　（2）　（1）3〔4）　（31　（2）　　　（1）2　（2）　　　〔1）

　同そ　 切てて導　な指調1

さ
れ
て

い
る

か

へう同
の指行
参導訪
加し問
又てを
はい行
ケるう
1カ；笠
ス　 に

へ　 よ

の　 り

用
し

て

い

る

か

にのそ　実　1
つ形の　務　力
いで経　指　 1

て記過　嘆　に
の録及　　　必
進さび　接　要
行れ結　遇　な
管て果　等　助
理いに　に　言
はるつ　 つ

適力：い　い　指

そ適’
の切訪
見に問
直な計
しさ画
にれの
対て策
すい定
るる　’
助聖訪
貫　問

’経’にスス
義豫難羅
難蘇鱒
をれ職に’活
踏て員開処用
まいが催遇状
える出さ困況
具力こ席れ難
体　 してケ
的　てい1
な　いるス
取　るかの
組　力こ6処
が　　　遇
行　　　方
わ　　　針
墾　藩
い　　　立
る　　　す
か　　　　る
　　　　場

　〔2）　　（D4
　　　等　　る指
ま会ま必ケケカ1示
た議た要II　を受

け
て

い
る

場

そ
の

実
施
方
法
の
適
否
に

つ
い
て

検
討
し

て

い

確
保

I　I

スス
記記
録録
等等
個事
人務
的処
事理
情の
に管
係理
る状
情況
報
資
料
に

つ
い
て

は

ω5　　　　〔4）　　（31
　　る　債　　還
ケケカ1ま権法まを法

秘
密
が

厳

　　　　　　（2）　　　（114（3）（2）　　ω3　　〔21（112　（4）　（3）　（2以1）
　　　　　食　た　ら　　　　い概　　てケ　　　い　事　指
　　　　　　保る特し保経県ケる巽新研い1専専面る査務ケ蔓査査
喋諮簾離欝礫騨鼎鎌塘獅驕欝鵜嬬鵜
麗翻雑舗蹴輔舘舞醐竃播繕葎支灘マ講醤
耀耀鶴ぞ籍騰騰糧総纏鏡あ醸騨蒲憧影
い行返は嫉返いにと授な手状等職　他職　　複のが状来1をのな則1
｛わ還挙
　れ金証個額かいれ1

還るつら受つ続況
国て及資別の。
庫いび料の決
墓鱗藁舞

と

の
調
停
は

適
切
に

行
わ
れ
て

い

条りがた
又明十り
は磯分’
第に検そ
78さ討の
条れさ一
にてれ部
よいて又
るるいは
徴なる全
収　力：部
金　　の
の　　返

　　　て・
てて当い返
畦いたる還
　るつカこ金
定かて　の
期りは　返
的　　　納
又　原　手
は　則　続
随　と　等
時　し　は
に　 て

関　複　関

蝿讐
と　員　等
の　 で　 に

照　当　照

　場

鵬
雑
繍
鋳
鮪
罫
響
ピ
か

施員

輔
舗
欝
綴
雛
駿
嚇
講
簸
ての

数配配況しス来大つとス
面置置
接がさ
制困れ
の難て
採ない
用場る
な合力：
どに
面あ
接つ
相て
談は

騙
編
讐賞

れと

てワし半てしワ
い1てがいて1なカい異る生力
い1な動牟活1
カ1がいす
　生力こる

活

羅
鋒
鍵
蓼
霧
セ

と

等
に

よ

て

ケ
1
ス

の

処
遇

保は
護充
業足
務さ
経れ
験て
者い
等る
でか

適
切
な

助

23Li色αnd　We1飴re



　　　5
導たの

雛翻
底的に事
　な応務
　指じ所

〔1）3（6）　　151（4）　　〔3）　（21　（見）2　　　　ω　 （3）　　12）　（エ11

　　　等　　さ的に　施つ因がのそ島島黙題豊熱雁髄驕鑑灘写整謙凝雛
簾繕購無懸薮鞭黙離篶肇雛欝癬
嬉黙慈雛欝藝鋸騨鵯盤纏楚霧羅鶴
がに　いがと必常組でる摩れ1スたとう事行よて分題なてに
欝鎚蠣躁騰㌔凝鋳激講レ隔豚就藷
先るへ　た／時応直い要　在るつす努研制に具摘塊十認策れた
調調の　場連じさる件　のカ：いる力修がお体事　分めがぞ取
奄糞墾
　指暴
よ導速
りのや
窪　状か
　況に
に

環
嚢

讐

行
わ

れ
て
い
る

か

はで取て
　きさい
速るれる
や体てか
か制い。
にがる
警確力こ
察保
署さ
へれ
通て
報い
する
るカ1

合携徴れカ1の
厳
格
な
審
査
と
指
導
方
針
が

明
確
に

生

糞
態

鶏
吠

稼
働
状
況
等

は

て調がや取い的項
映奪さケらてなに
　　れ1れ　改つ
蒙郷鄭懸ぞ
轍纏穆羅関況
係
機
関

へ
の
照

研

窟
藁

等

実

正じ事
運ら務
営れ所
がては
組い’
織るそ
的力；の
か　原

にら講れ組
行れじ保状
わるら護況

噸鋼
そ事いに
れ務るつ
に所かい
対に。て
すお　分
るい　析
対て　が
応は　行
策’　わ
等そ　れ

〔2）ω6　（21

　　　点　守
特訪そ検関さ

翻儲難務自　管照よ
手動　理会う
当車　が等慎
1疾等　適に重
　の　正かな
妥機　1…か配
当動　行る慮
な力　わ決の

鶴霧腎
れて　。の扱
てい　　処わ
いる　　理れ
るか　　 にて
か 。　　つい
　　　　いる
　　　　てカ1
　　　　内
　　　　容
　　　　審
　　　　査

な者
処に医
遇対療
のす扶
確る助
保適受
　切給

（61　（5）（4）（3）〔2）ω2　　　（3）（21　ω1

　い　　　　　　にま　　　解
鮮難騨懸鷲鷺繍籔暴
名　購容2看務助配期精健酬い護勇
最嘉雛騰雛縫暴耀攣

暮翻嫉犠鞘鎚學わ　導切てていの　保い配　　る
れ屡にいいる状健て慮　事
ε適雛絆況難糠　叢
る　切さ　　　　　手さて　　扱
力：　にれ　　　　　帳れい　　い
　　行て　　　　　のてる　　が
　　わい　　　　　取い奄　　十
　　れる　　　　　得る　　　分
　　てか　　　　　等か　　　理

灘
　■

　［
　、『
　ド　コ　ヒ
繋
嚢

別
紙

灘

欝
舞
灘

離
麟

1蕗

鐘

濡馨

個都
別道
指府
導県
の・

主指
眼定
事都
項市
及が
び行
着う
眼指
点定

医
療
機
関
に

対
す
る

　（5）　　　（4）　〔31　（21

い適にわやさ要る処切まよ保れ保か保れな件
牟分に桑り有て有な有て蔑の
　が行徹がいを協糞い審　行わ指底認る認議認る保査
　われ導さめかめがめか有が

の
間
の
使
用

止
の
指
導
は

適
切
に

行
わ
れ
て

れて指れら。
るい示てれ
まるにいな
で塊従るい

な

い
場

に

は

保

勇
罐
奪
霧
甚

わカこ場

の
指
導
指
承
は

必

要
に

応
じ

文

籍
示

た行る
場わ場
合れ合
にてに
おい　’

識
　　議
適
宜
保
有
要
件
の
検
証
が
適
切
に

行

が
必
要
な
ケ1
ス

に

つ
い
て

は

速

。容適
認切
にに
当行
たわ
つれ
てて
はい

　る任力こ
意
保
険
の
加
入
に

つ
い
て

も
検
討
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め施道保法て　 第のが課三局援を護会開本に
てす府す人保監一概示長号長監示関福催隻係平
重る県る・入護査　 要さ通厚通第す係祉さ二る成

今果及欠な行設
倹たびで安う置
　す中あ定た目
保役核q運め的
護割市　営にに
施はが各を嫉沿
設極実都確　つ

に　明で具援付生三お長県び針け
対すあ体護社省旦い会・三にる
す菟り、的局援社一て礒指月つ保
　　　な監監会十そ　定十い護る　　以取査第　七の生都三て施
指　下扱指四喪日内活市日嫉設
導　　そい導十護社容保社に　等

一鷺齢餐な解離纏霧顧賭讐鵯

充　こ対　権ら核　し置設遇保た　こた施果つ会導
実蒐す施が社市たぎ運のつと重設等指福監　　　る設移会に　効　営充②て　が点にか導祉査
　　　指の管福お　果個の宰必娃　必的対ら監施を
　　　導指さ祉い　的々適　要　　要かし問査設実

あに監監全りつ所法合るるし確　を査査　査設施
つ努査査施’い者人娃実こて保な実担をま体監に保
てめの方設選て処の　地菟年の険施当委歳制査当護
織る方式数定良遇理前指　一た　す職任　のとた施
　こ法等㊤根好及事回導こ回戦法る員し管整のつ設
糞菟をの一拠盈び会の監の全　人このて下備連てに

対こ施討とにる等設のが施し嫉適　の府所蒐つ社導
しの率すしし施の運結困設て　正　た県に　つ会監
て場のるてた設全鴬果難に実原な　め嫉指　指福査
嫉合向な書上に般　かな対施則運　研　導　導祉の
　で上ど面で限に入昏場すすと営　修監監　監施実

へ

」巳

　ず付よ施当す応る　　三上び充績実施る適るあす　　二う二
まるしるす課るし指悶に　が定実　範すか切入るる施指　こ年

幡線鱈難騨礪騨舗鎚麩薯舗甦齢壁
指指の事とらが点当抱る点れに努鵯切と点所個　な営査者　回

よ　措’査監応的題設　人る処の利時研監さ尊イる所　を　監
る　置期結査じに点に　　こ遇確厚間修査れ重をこ者　置　査
改　を限果をて実に対　施菟の保生の等をてし有とに　い　を
善　講をに実担施対す　設　向及の短の実いたすに対　た　行
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お法応施県つお　時と指す等　るし法　（1）四ど解基個置対措及
く人じセといいまに法導るに特必て人法　　厳職づ々のし置び
必にてをのてて桑指人を指所鰻要そ監人法指正塑くの停てが指

　保に必査都場府蒐県中　設中　配にい時充　行役業る収施な
　しよ要を道合県　が核施に核　慮実て実実　う員法ほ容設改
　て咳に実府にに　同市設対市　す施遷施　　なのにカ1措に善

導へ報な入
すのの対所
る援提曖者
こ助供　や
ζに　家家
　つ家族族
　い族へか
　てとのら
　配の必の
　慮交要相
　す濃に談

る家応へ　る医被排個好るじ個す　　（1）がえ見案心　要自と享
よ庭じのまこ療服泄々調たて別る入の　必たを』身そが立に
う復た適桑ζ対及物人査めの処よ所充食要個求　ののあのよ自
指帰情切　　策び等の結の見遇う者実事で別め必状たゑ促り活

の寝の身果リ直方’の
確具介体をハk針個快
保の助状踏ビ　の々適
等提の態まリ機策人な
に供実にえテ能定の日
っ　旗応た1低及状常
い適　 じ給シ下ぴ況生
て切衛た食ヨを必に活
指な生入の≧防要応を
導保的潅提　止にじ確
す健な　供嗜す応た保

ノヤ

ビ

リ

等
入
所
者
処
遇

’あ処る要況め
リ蒐遇等に’に

方’応日は
針専じ常’
を門て動入
策的嘱作所
定判託能者
す断医力個
るも等等々
こ踏のを人
とま意勘の

進’へ
を入の
図所援
る者助
よの等
う処を
指遇充
導の実
す充す
る実る
必とこ

所減応　（4）等すい　うど入まれか　（3）て者1当管観るとに　（2）
者退桜入　にるてさよ入所欺ぞつ自　配のシに理点こ楽わ入
がを　所自通と　らう所者　れて己入慮意ヨ制上かとした所入
自防機者真知と入侵指者か預別い管所す向ン限の亀がみる者所
ら止能の　すも所　導預らりのる理者る等活す都　重の場は者

駐紹敷堕聡縷鑓繍誓機勲鎗婆雑羅
でた持的等う必対金この領払よ通難金指重外と入のあ入多設活
そめセ・へ指要しの蒐適の出つ帳な管導し出な所運灸所いで環

繍又解聾磯謙繕輪誤む文麓。駿鱒
害練は的助るじ的状　管を当理鑑者適こ遇泊レ生当のを　活の
を及機条　こてに況　理とたさカ1か正菟に等ク活たよ確ゆが確
克び能件　ζ家通に　をるつ典　ら化　つ入リをっう保と長保
服入のに　　族知つ　行なて　そ預等　い所工不てなすり期
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にが力お
基ああけ
づ菟るる
く　職職
週そ場員
所のづの
定たく確
労埴り保
働　に策
時労努と

　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）指確業てこ職るとし働めし　　（つ指著のとさ阪標初的　〔ア）の　導保種虞菟能こに’
基るて施の　導し地もせ　準任な職　充必すに目　　的とよそ
準必　設改労すく方榎なか職給職員適実要るつの入ま訓が軌の
法要魅に善働る乖公　いつ務格員の切　なこい採所た練で

駈鞘馨塘翻繕諮
鶏歪鱗雑諮準馨5泉
縮ととがに不与前図い準
等　の比施運均規歴るての
労　な較設用衡定換観は確
働いし所すをに算点’保
条　よて在る生明豪か継
件う地とじ記ら続

員
の
確
保
と

職
員
処
遇

職ζて用者
　　　　　　　有
　　　’等き社す
十’の特をる会る
分適障に行よ経能
配切害授うう済力
慮な等産よに活を
さ作に施うす動活
れ業応設指るに用
る環じに導た参す
よ境たおす埴加る
うの作いる　すこ

めヨし
のンて
福’の
利健福
厚康利
生管厚
セ理生
ン増’
タ進レ

のク　　（オ）導対取等へのし祉こな　　（エ）に業　　㈲件も活働間
実ワ職充　す策得ののよてのと二施の　つ務効化　の1モ用時四
施工員実福るのに充積うい専が1設推職い省率の業改　に間十
の1に　利こ推対宰極なく門求ズの進員て力的向務善産つの時
たシ対　厚蒐進す　的観こ職めに職　研指化な上体に休い短間

生
等
の

士
気
高
揚
策
の

のる介な点ととら的員
取配護参かがしれ確虞
組慮福加ら必ててに
み等祉及’要のお対入
にの士び各で資り応所
つ資等内種あ質’し者
い質の部研資を社ての
て向資研修　確会い多
指上格修会こ立福く様

修導の業
等すた務
資るめ体
質この制
の蒐設の
向　備確
上　導立
対　入及
策　等び

制向’て績の
のけ育の　完
確て児配年全
立指休慮次実
と導業を有施
業す等行給に
務る労う休よ
省こ働と暇る
力ζ条との労

監期じ入人まがを実理る事め　（U　二

離璃藍灘爆簾罐講社鑓多嫌糟ぜ砧
能れ理状設監さセ法はだ能運の人適会導　 1そ専必処正職て活をて事況の事れ　人適必及営適の正福す職のの門要遇な員指用

う　効査銭従あなる五た実人す確　敵　め等人要やた阪化　組
指そ果をの　ゑ審理1＼戦さのる立　の　るに材で質め　　　み
導のを通借法　議事　　れ理た　　運　よ配セあのに入　　に

か況実営
ら等質を法
　を的し人内
監明審て・部
事確礒い施牽
のに　く設制
職す法たが体
務る人め健制
及必・に全の
び要施嫉で確
役が設　安立
割あの理定
がる財事的
重こ産会な
要と状の運

〔3）こ上かない
と　　　　　改状状市設　指適備整人をた　（2）す
　壼施てさ善況況及にま導切等傭事配堕健　る
o適厳設倭らをに及び対欺すにの　　置　全施こ
正正運　侵図つび中し　る行整運労す資な設菟
にか営指　るい職核て高こわ鐘用務る格施の
行つが導運よて員市建額乾れ　さ面よを設運
わ具確監営う点処本繰
れ体保査費指検遷庁都越
る的さをの導を　が道金
よにれ通弾す行入施府等
う審てじ力るい所設県を
指査いて運こ　’者等　有
導確る　用ζ所処の指す
す認か適に　要遇整定る
るの否正つ　のの備都施

講嬬詩離る管い規導るを理
か理る程す専確体
等にカ1等る任保制
につ　がとのしの

賀纏護確ても設に穫畏く

271i蝕αnd　Welhre



　　（51いれ人招受い所行寄　＠よに者預めさ鑑預さに酸　るで

雑不欝儲難糞購寄縫㍊鷲奪呈袈譜舞

景　策　に結と解付め　理つ　　すと入らに管と所確明る　努
を　の　つさ法ををて入をて　　るも所礁努理印者保確た　め

を提　　1力にる隣旗定難　16）指公施るし不てい営部ての事監み
深供施極　万み施　し体防　導共設とて祥儀ゑがのい特母査る
め阪設的在全の設非た制災防す性のとい事　　行者る定　がζ
て　はな宅を防及常避の対災るに幹もるのこ従わのこな施形
い可そ取福期災び食難確簿対こ関部硅か未れつれ専と関設骸①

助とを祉すのの確訓夜連　め　じて＋留に起・事占親菟
纒幾お舗幾保騨絡　簸懸鋼業臓彗騰②撃
二携に　積蒐等ぐ近実想避　　うの・す能てつて運一れと理の

　1処ビ
遇リ食
の等事
充入・
実所リ
　者ハ

　　　　　　ω　イ　　　　　　　ァ

箋処纒ま讐個劉
さ遇わ討歳い内別処
れ方れ結　る生処遇
　針て果個醜活遇方
かはい等別　態方針
つ医るを処　度針候
そ師力：踏遇　笠些
の　’　ま方　に　適
実理　 え針　つ日切
讐藁秀曝穿笙暴
努法　え入　の活定
め士　で所　定動さ
て等　策像　期作れ
いの　定　　的能て
る専　 さ適　 謂力い
な門れ切査る　的　　な　結心な
　な　必時　果理
　ア　要期　に状
　ド　にに　基題
　バ　 応’　づ
　イ　　じケ　い家
　ス　 て1　て族
禽黙蓬潔

　て　レ議　 さ及

菱織灘

糧熊難
1華1灘
実の入　者．場査
施あ所　の　 の
等る者　意難睡主
駆羅冥難蟹

絃灘蒙
顯総護てるし　る簸厘、．斐点
いもて　よ1
るのい　 う

なにな　配
　すい　慮謬

　（りし事て及　 第と
適　て須つ適び実査二
正実年及い正本施　に

鰭蝋薩鍵3蓋
のの施点別る額対て機
確確す一紙よのし　　関
保保るに二う決て　　に
壼こ基に指定嫉係行　菟づ示導事　　る
う　　きすす務入と　　原rるに所　 指

と則主こつ措導も　　 と眼菟い置　　監

導さ入の状か　　（2｝施に
すれ所決況？適確　す新
るた後定に　正保適る任

魂鐘麟突正糟　を問をた者所　な指等

繹簸縫鰐辱
鱗鷺臆畢議
鮎鞍嬬務攣　う措め払的わ　等　を

　指置鰻額な菓　の　実
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入行
浴事
が日
確・
保祝
さ日
れ等
てに
い当
るた
かつ
　た
　場
　合

　代
　替
　日
　を
　設

　　　　（41
　　　ア　 サ　 コ

けが牟適ら髪難論雛醤
ど　れ桑者入関い類
週入て　の浴係るの
島鶴齢締力贋
のが梵のは保検

入’が便
浴1では
ま週き毎
で間る目
のによ全
間少う員
にな努実
つくめ施
いとらさ
てもれれ
は2てて
必回いい
嬰以るる
に上かか
応行。D
じわ
てれ
清て
拭い
等る

難
に

麗
娑
裏

蓬

璽
鐘
舞
め

　　ケ　 クキ　 カ　オエ
カ；さ　さ　　タ　カε
　れ保れ入食食食　新入

韓

礁
鰹
桜
矯

活力言　。かれカこ
用　　（〉て
が　　特　い
な　　 に　 る

　　　　　（3）　　　（2）
　ウ　イア　イ　ア　オエウ
・とい　適定リ1な検る嗜必切車さ機ハケ入個

置謬齢韓藩鴛鍵
よ＿れ等
り原てを
実則い献
施とる立
さしかに
れて。反
て食　映
い事　し
な前　て

塊さ　別るい図て
　れ　 りかるらい
　て　ハ。塗れる
　い　 ビ　　 てか
　る　 ワ　　い。
　か　計　　る
　　　画　　力こ
　　　が
　　　策

　　　　　　17〉　　　　　　（6）
　　　イ　ア　　エウイ　ア　　カ　オ　エ　ウ　　イ　アる
に医ま医　に　医と　　　着　衛て　ト　　　い　が障　心
行になが施行定学なシ入起用入生い夜イおまおる便な害排情お9

学者力乙所
的の　定

難鎚
綴講
わ’翠別
熊症　に
　状時応
霧　等間じ
　にがて
婦応確’
等じ保必
へてさ要
の　れな
指医て医
示師い頗
が　 る

適嘱か嘱
切託」託

　切
衛に
生行
管わ
理れ

榔
辮
簿
響
爵
窪
蕩

交は巻れ　確
換適きて生保
は切のい活さ
適にまるサれ
切行まかイる
にわと。クよ
行れな　ルう
わてつ　に努
れいて　合め
’るい　 つら
常力こな　たれ
に　い　衛て
清　か　生い
潔　　　的る
な　　　 なか
も　　　物。
の　　　を

及き対や’
蓄麓餓
むがお処に
つ行む理配
交わつさ慮
換れ外れが
にてしてな
ついのいさ
いるたるれ
てかめかて
　　　。い十
分
配
慮
が

な
さ
れ

ポ1
タ

ブ

ル
介
助
や

る

か

る

者
に

対
す
る

涜

賜

摘
便
等
が

適
切
に

行
わ
れ
て

い力
るが
かな
　さ
まれ
たて
、い
換る
気力1
や

保ト
温イ
にレ
配等
慮、は

がいれは
なてて　’
さそい衝
れのる立
て努掩’

カ1
ア
ン

を
活
用
す
る

な
ど

入
所
者
の

　（51

　　エすイ
か入が

耀鈴
榔雑峯

　にる可応つ
　応か能じて

じDなたの
霧齢縷
泄　つが状
及　い行態
び　てわの
お　はれチ
む　　’てエ
つ　 入いツ
交　浴るク
換　時力諺些
が　間　行
適　　　わ
切　入　れ
に　浴　て
行　回　い
わ　数　る
れ　の　か
て　配
い　慮、
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　　2保活
　環入
　境所
　等者
　のの
　確生

す’れ等イ室等’
る便てのバ　が障
力噂ぢ藩了酵薦憲

　オ　 エ　　ウイ　　　ア

ににの　 い施
罐纏薙塁鎚罐

必な　が等及応
要　 衛守必びじ
な　生ら要運た
響管れな営配
1．騒羅畢
ナ保うににな
夫漏麗亨駁
コ　換がテたて
1　気なン構いル　　 さ等造る
が　採れがに衆
　　光て設な
設　及い置つ
置　 びるさて
さ　照力訣い
れ　 明　　 る

　　は　ムカこ
円　適　 所

滑　切　者

者備
が等
安生
全活
　環
快境
適1モ
に

生適
活切
でに
き確
る保
広さ
教れ
　て
構い
填る
　か
設。
備
と
な

て

　　　　　　（9）　　　　　　　　　　（8）
舎加　所行要　　　ウ　　　　　イ　ア　　エウ
　でま者いな入実っ　　族　慮　　衆　家に
　きながそ時所施い家さとまが入家　入族つ入急
謀謹鐸澱誘雛擁難縣解薯奪

　制所な生　入と働面　携家れののにや連配のの
鰭難重難総髄雛鰐鞍鷲錘峯
縫藻羅轍鞭翻力選遷輪購鶴嚢

　な嬬期方の及れれた状にで　化保助談取い時絡
　ど　間法状びててつ況対き　等た言にりるの体
　実必措等鰻入いいてが応る　にれ指応組転介制

が機筆てに施
図関　いつに
らの　るいあ
れ職　　 てたて員　発検つ
いが　＿討て
る参　入を必

施要置を　所るるな適さ者
機にさ決適者力こカこい切れに
関応れ定嘆処　　場にてつ

綾旛講　蝶毅連実る理率の　　家さ脅匡
携施かし等実　　族れ

にて
対い
阪る
　か
来。
所
に

実
施
機
関
及
び
家

族

の

情
報
挫
供
等
の
配

つて導じま
いいがるれ
てる行体て
家牟わ制い

れがる
てとカこ
いら
るれ
カεて

　い
　る
　か

　ま

添が
柔整
　備
入さ
所れ
者て
のい
入る
院力：
時
の
付
添
い

　14
等

へ自
の立
援嘲
助自
　活

　　3化金
等管入
　理所
　の者
　適預
　正り

　　　111立
　　ア　　’入
た1実　救自所
雰菖瀧麟蕎
工画を設へ々
夫が回関のの
纏轡係雛
ささ又
れれは
て適機
い切能
るにの
カ：実減
　施退

驕
辞
魏

　。め
　只の
　　訓
　幕練
　帰又
　　は
　，作
　ら業

が状
行況
わ等
れを
て考
い慮
るし
か

。施

　馨

　裂

　露

　讐

　唐

　喬

金しき
品た渡
の場し
引合等
き1モ1志
渡

な翻
適機に
切関行
にへわ
なのれ
さ通て
れ報い
て及る
いびカ：
る実
発施
　機
　関
　の
　指

＿　（3）　　　　　（21　　　　　　　　　　　　　　ω
ぶ　 イ　ア　カ　オエ　ウイア

醤翻藻離雛課観力；の所鑑のカε鍔薯躍
し
て

行
う
費
用

雰

奪
董
奇
菖
憩
喜
て

と角つ遇本る支
てに人かの
施編
難峡
難蓬

難べ　 れ

き布て
経明い
質　る
を毛力こ

纏
溜
縫

D状
況

建
欝
更
誓
露
要
に
応
じ

て

家
族
等

授出
受し
がに
行当
わた
れっ
　て
入は
所’
者引
かき
ら渡

鋳
離
鶴
鱗
理

に
よ

り
定
期
的

毎
月

に

点
検
さ

嬰羅鑛
状瑳者に
況さがよ
些れそり
　てれ預
施いぞり
設るれ金
長力こ別を

に保
定管
めし
らて
践い
　る
そ場
の食
保

管預

擁
擢篠

た金持の
めと金管
のしを理
必て　 は

要管自　『
と理己適
なさ管正
るれ理に
保てが行
管い可わ

総駿のカ；者い
確　にる
保
等
の

配
慮、

が
な

さ

つか
い　σ

て
ま

で

律

　力
具

が障
確害
保を
さ有
れす
てる
い入
る所
力こ者

　の
　た

め
に

必
要
な
車
い

丈

歩
行

讐
建
用
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第2

必
要
な

職

優

秀　か
な

人
材
を
安
定
的
に

確
保
す
る

誌

饗
塑
雲
第
覆
晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2）
シサコケクキカ　オエウイア　カオエウイ　　　理　し　　が　等正　　も　生　総　授機　図　る　れ　を

。勢蛋獣鍵欝警解罐鯉鱗雑奇魔鱒縁力噸講難
蟹蘇魏輔鞭魏鑛蝶舗騨喬撲硝鍵馨騒
行は出
う適’
作正必
業　に要
諏行経
計わ費
等れの
とて算
のい出
畠　るは
　か適
　o

等払のるにのに作いはてな賓
のい算力こ係と係業る槻いつ

正
に

行
わ
れ
て

い
る

か

入て注が
　い価適
支る格正

るなる記発能るて作全る作が能開’
収つ受録　障究い業管禰業な力催個

出か　に
はo販記
　　売録
授　価さ
産　格れ
事　はて
美　地い
四　域る
計　のか
に　同o
よ　種
り　の
適　企
正　業
に　　に
処　比

害
者
に

対
し

作
業
能
率
を
高
め

る

た

め

の
工
夫

　て又配作議対係連のる個
安いは慮業がし　携実力こ別

る時理
力：間は
　は適
ま入切
た所に
必者行
要のわ
に身れ
暦鄭
て状る
授況力1
産等
科を
目勘
の案
見し
直た
し適

分さ評さ別
担れ価れ的
はてをてに
’い適い更
入る切る生
所塗1≡な計

行
い

画
と

実
施
方
法
を
決
定
す
る
た

め

が施
図に
ら当
れた
てつ
いて
るは
か

。家
　族

　保
　護
　の
　実
　施
　機
　関
　等
　関
　係

の
状
況
等
に

つ

い
て

保
護
の

実
施
機
関
と
の
連
携
が

じ

て

医
療
機
関
と

の

長
期
的
な
協
力
関
係
が

確
立
さ
れ
て

い

者適作
社正業
覆鵠
帰の容
対と’
策な時
等つ間
関ては
係い入
諸る所
施力；者
策
の
活
用
が

十
分
に

検
討
さ

の

響
的

身
体
的
状
況
等

　　2件短
の縮労
改等働
善労時
　働間
　条の

　1
潅適

雛
保聲

員員
処の
遇確
の保
充と
実職

　　　　（4）　　　131　　　　　（2）　　　　　　　（1）

　イア回　　　イアエウ　イア響饗鍵騨難繍1葎蠣藤蕎1

芒留　差　券消　　鰭
　く　究　　玉　　　な　つ　　　　　向定

　　　　〔2）　（1）
に　 るれ　 る

る勤　　初の
発職
　員
　等
　に
　対
　す
　る
　雇
　用
　契
　約

　賃
　金
　の
　支
　払
　い
　等
　が
　適
　正

昇任と施
格給な設
’格つ所

羅諜
　準るの
各’か地
種前
諸歴
手換
当算
等表
は　’

適標
正準
に職
支務
給表
さが
れ整
て備
いさ

9方
公
共
団
体
等

霧

蓋
商
等

究実
　や
　福
　利
　厚
　生
　の
　充
　実
　等

　職
　員
　処
　遇
　が
　充
　実
　さ
　れ
　る
　よ
　つ
　努
　め
　ら
　れ
　て
　い
　る
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簿3

社

福
祉

　6
及

雑
擁
　保

　　5のの
充士福
実気利
　高厚
　揚生
　策等

　　4の資

輔賢
耀

　策等

　　3欝業
のと務
麟縞
　省の

適　　エ　ウイ　ア
切　い　い　　　　職
塞桑縫雛讃男
本　　人　条条’の確
方材件件養計保針　　セ　のの成画及
のン改明施的ぴ
1轟灘巽競
施　　が　配員すにに
設　　行　慮採る努つ
運　　っ　k用働めい
箏　妻定窪瓢覆
岸　　に　着正ける極
わつ促化は発的れ　　い　進に積　に
て　　て　及努極　取
い　　　　ぴめ的　り
る　　そ　離てに　組
か　の職い行ま　　　活　防るわ　れ
　　　用　止究れ　て
　　　に　に　て　い
　　　努　努　い　る
　　　め　め　 る　か
　　　て　 て　 か

　ウイ　 ア

い　　な　福

　生健い対等
　セ康るすの
　ン管塊る士
　タ理　レ気

耀禦
　行等　1に
　うに　シつ
　事努　ヲい
　業め　ンて
　にて　等’
　つい　士そ
　いる　気の
　てか　高充
　　　揚実　そ　　策に
　の　　に努
　活　　つめ
　用　　いて
　に　　 てい
　努　　配る
　め　 慮な
　て　　 が

　エウイ　ア
れ　　　　 職

罐舗耀暴
纏翻参縫
又力博鯉離
研職の研の対向
駿縫轡鴇
録議取へが計策
が等得のな画に
整にへ参い的つ
理おの加かにい
さい配が
れ闇く慮行
て　がわ
い他なれ
るのさて
力言職れい
　員てる
　へいか
　周るo
　知力；

　紹
　介
　さ

o行てわ㌧
れそ
ての
い推
る進
かに

　o努
　め
　て
　い　る
　か

儲鷲
の力業員
努化務’
力機体非
が器制常

糞幾醤

て　す等
い業る各
る務よ種
力このうの
　外努職
蓼腸

　託い組
　のるみ
　推力こ合
　進　わ
　等　せ
　に　 に

　よ　よ
　る　る
　業　な
　務　ど

　ウ　イ　アる
の　効　る　カ；業
省業率専な職　務

員

鐸
箋
禦
躍
髪
れ

そ
れ
が

有
機
的
に

機
能
さ
れ
て

い

体

勢
肇
藁
響
髭
羅
携
露
の

箋
娑
裏
蕊

　　1立管　の運法
骸鶴食

　制の　適び
　の運　正施
　確営　化設

婆纏鶴
　て目況わ
理い鐘「れ
菱擁灘

　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　（31　　　　　　（2）　　　（1）
イ　　ア　　キカ　　オ　エウイ　　　ア　　オヱウイア　イ　ァ
　て人監い　い人理　 確わ理　　　役　 定

鵜賛鯉齢薪力：縮箕難躍糊萌嘉難韓難韓

辞
摩
韓
後

法
人
に

お

対人な
照の
表財
及産
びの
収状
支漢
計

算特

鷲
罐

す種
る極

鍵
臨
勲
越
蕩力言

箔
禦
行
わ
れ
て

期・

鍍
翻
講
幾
駅
諺
磯
貯
て法

又の必れ審
は者要て議
書にない経
面よ時る過
にる期かが
よ専に
る断開
議がか
決なれ
権さて
のれい
行てる
使い力二
がな
継い
統力1
し

て

い
る

oわ
か
る

よ

に

各
理
事
の
意
見
等
が
正

議力こ残
決　任
導　期
項　間
の　 と

審　な
議　 つ

は　 て

適　い
正　 る

に　 か
行

義羅灘韓蝶
談纏砕灘聾趨震
等い者るいにでれにはしも融
要るのカこるああて行適ての

かるるいわ正いと
。省かなれになな

で
占
め
ら
れ
て

い
な

い
か

oいて行いっ
発いわ角て

　るれ　い
　かて　 る

　　oい　か

　　る
　　か

る

職健

鯵
耀
雛
麟
騙
簿
羅
縛
礁
纏
　罷

　蓼

　享
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2

施
設
の
運
営

（1）

妻
蕩
は

適
切
に

策
定
さ

れ
遂
行
さ
れ
て

い
る

か

ま

た

事
業
報

　　　（81　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　（6）　　　　　　5）
ま蓬　　　　　ク　キカ　オエ　　　ウ　　イア　さ　　　ウ　イ　ア
　　民運は　れ　　れ　　決　予　い過　　会れ建借に　簿　い　疑い
唾懸難畷郵鱗簿趨鎚得講麸欝獣柔難罐騒

わ及か
れび。
て運
い用
る収
か入
o並
　び
　に

る

も
の
か

又

管
理

蘇
郡
騒
濡。
さ

るいい対
藩　るる照
　かか表
　　　、　ウ　　ロが

濫　　収
り　　支
に　　計
行　　算
わ　　書

に

さ

れ

そ

れ
ぞ
れ
の

制れさわ
組’れれ
織まてて
がたいい
確事るる
立携力1カ1
さ

れ手
て続

場な
合さ
’れ

契て
約い
轡る
がか
整。
備

分

貸
与
し

又
は
抵
保

在

填

面
檀

と
登
記

適
正
に

管
理
さ
れ
て

立管
　理
　体
　制
　の
　確

　　　（7）　　　　　　　　　　（6）　　〔51　　　　（4）

入要　　エウイア　　　イア　エ
羅鑑裏壌羅嶽鞭雛難1耀
5金ろ金な取　及構は入発運弾物ははじがはの適労理
％等は等
以をなを
上有い有
のしかし
施てQて
設い　 い

にる　 る

つ場　場
い合　合
て及
’び　入
設当　所
備期　者
’繰　処
職越　遇
員金　等
処等　に
遇が　必
’運　要
入営　な
所費　改
者の　善
処収　を

り
崩
し

等
に

つ
い
て

の

県

景

へ
の
協
議
は

適
正
に

行
わ

実金
なに
方充
法て
でら
管れ
理て
運い
用る
さか
れ。
て

い
る

び　明の
引優確本
当先に部
金的さ会
些にれ計
　各てへ
安種いの
全引る繰
確当力こ入

額
は

妥
当
で
あ
る

か

ま
た

そ

の

轟講力曝蓉力啄

営力’r’な他専資任働等
が運設設適いの任格者基施
適用備備正よ役者要が準設
正僕の及にう職が件配法の
に　維び整なを確は置関運
行適持運備体兼保満さ係営
わ正管営さ制務さたれの管
れに理基れがしれさて諸理
た行は準てとててれい届は
上わ適』いらいいてる出適
でれ切にるれるるい発は正

営るわし
費力；れて
の　 てい
弾　いな
力　るい
運　かか
用
が

行
わ

るは
か

。施
　設
　の
　運
　営
　管
　理
　に

適に
正行
にわ
なれ
さて
れい
てる
いか
る　。

か

　　　　　〔3）　（2）
ウ　イ　ア　　　告

鞭纏1雛
修い業　遇は　規な
はるなま職■就程さ
具かどた員適業はれ
体Q
的
に

計
画
が

立
て

裏

馨
磐
行
わ
れ
て

い
る

を’等正規’て

季灘鐸
るに置れ要れ
施努基てなて
設め準い規い
にてにる程る
あい基ながカこ
つるづ　整
て発く　備
は　必
　　要　運
指　な　用
導　職　さ
員　員　れ
等　が　て
の　確　い
加　保　る
配　 さ　か
が　 れ

33Ll』αndWel角re



　3
制

の内
確部
立牽
　制
　体

　14）　　　（3）（2）　　（D
程　銭理管　　れ知
に会授さ者入役て等社
お計受れが所職いに会

纏都筋雛辮役者わるぞ預親　い法
割とれかれり族　て人
が出て。別金等　適の
明納いまにをの　正財
確職るた定保特　に産
に員兜’め管殊　処の
さは　引らしの　理状
れ別　きれて関　さ況
ての　渡　い係　れ及
い者　すそるに　てび
るが　職の場あ　い理
力：態　員保貸る　る事
　叩以管者かの　さ　舛も預で　ど業
　れ　の適金占　う務
　　　職切通め　か執
　ま　員に帳ら　の行
　た　の別保れ　監の
　　　凱々管て　事状
　事　会の者い　監況
　務　の場『な　査が
　手　下所印い　が法
　統　にに鑑鳶　行令
　過　金管保　　わ通

　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　〔81
エウイ　ア　カオエ　ウ　イア遇　る　適　 る　　それ　適　　決　　い過　　会に

繊糊力糟獲難騰離馨茗難肇
等　器わ・
の
予
防
対
策
は

適
切
に

行
わ
れ
て

い
る

か

　れ保
省て健
力い所
化る　・
機力こ医
器　療
の　機
設　関
備

喪禁
等　冨の　福
創　祉
意　協
工　議
夫　躍
が　等
行　と
わ　の
れ　違
て　携
い　 は

夫れ
等て
がい
反る
映力1
さ

れ
て

い

翻瓢窪馨召：奉騒瀬雅鋳器

辮　験幣蒲ゼ輔脈工わ　け　手いて借行　牽さカこ行
る

貸
借
が
濫
り
に

行
わ

当るい対わ
額究る照れ
等　力；貴て
を　　　い
明　　収る
確　　支か
に　　計。
し　　算
た　　書

盤
騨
竪重

暮
て続

わ
れ
て

い
る

か

　　5立防
　止不
　対祥
　策事
　の未
　確然

　4
扱

い寄
　付
　金
　の
　取

（51　　　　（41　　　　　　（3）　　　12）　　　　ω
麟算粧エウれイ物ア資騨撫るウイア理

係りの
　交購
　わ入
　さに
　れつ
　てい
　いて
　る1よ
　か
　 競

　　争
　　入
　　札
　　さ
　　れ
　　て
　　い
　　る
　　か

韓　　入金
　給金痴費食の蒲

諏鯉
周のは内
辺購適部
施入正流
設等に用
と僕行し
比　わて
較適れい
し正てな
てにいい
大行るな
きわか
くれ。
乖て
離い
しる

適
切
な

取
扱
い
が

な
さ

金）行
ををう
他経場
にて合
貸行亀
しわ理
鮭妻
るいの
等る十
不力言分

な
審
議

使
途

担
保

人ない
がいて
建か持
設。別
請一の
負理利
契事害
約に関
や建係
物設を
品請有
納負す
入業る
契者理
約や事
を物が
行品そ
お納の
う入議
と業事

等に監査
はよ査関
　る機係
役専能
職断が
員が形
等な骸
研さ化
修れし
会てて
にいい
積なな
極いい
鞄力言力ε
に

参
加
し

て

い

てオ

矯
か雲
　最

　斑

　装

　馨

　受
　讐

　廼

　は
　整
　理

　保
　存
　さ
　れ

かとエウイるア簿

0蘇騨誉力縛禽
　　ににに
施取取職入言登　弓1　弓1　員　　戸斤

と業業に者
鍵鱒驚
約かにをそ
編驚裟
講集藷
禦要舗
さ入いかを
れれな’求
たをい　め
セ行力ε　て
乳つ　　　い
で場　　な
行合　　い
わ　’　　か
れそ
ての
い業
る者

金取
の扱
受い
入は

隔
簿晋

舗
融
㍑
建力こ

計
区
分
と

な

て

い
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　　　7
み積地
　極域在
　的福宅
叢耀

　組の

　6
充

実防
強災
化対
　策
　の

い

る施
力：馨

難
会罷

鹸
錦
墜
識
活k
豊幾

　あ

　縫

　藻

　逡

　姿

た回火
訓以訓
練上練
が適及
実切び
施に避
さ実難
れ施訓
てさ練
い拠は
る

力務消

魏
罐
灘
難
蕪
難

　想上

定年㌔関ウれイ輯嘆
し2消力こ係非て非備　消対

に常い常に防防策
あ食る時つ災法に
る等発のい力令つ
施の　際て1にい
設予　の専テ基て
’薯則　連門ンづ
近さ　絡業’くそ

搬喪韻残設物　 難よ等り実
等質　体りのン強
のの　制定設ク化
協把　及期備ラに
力握　び的が1努
雛幾騰塵曽
に平　の検さ内れ
つ常　協がれ消て
い時　力行’火い
てか　体わま栓る
検ら　制れな、カこ
討の　1夷て　非
さ相　　いこ常
れ互　確るれ通
礒讐力ε膿

　　⑥
て

い入入行
る所所わま
カこ者者れな
　預預て
　りりい法
　金金る人
　’等かの
鞭。監
金　　監
及　　査
び　　及
遺　　び
留　　内
金　　部
品　　監
の　　査
取　　に
扱　　お
い　　　い
は　　 て

適　　同
正　　様
に　　　の
行　　突
わ　　合
れ　　が

か　 か
。現
　金
　残
　高

　預
　金
　残
　高
　及
　び
　有
　価
　証
　券
　等
　議

　穰

　墜

　警

　三

　る

ウ　 イ　　 ア

　ま　一簿。会な不致’給
蓬諾馨巌
事は金る帳適
務振等か　正
のりを」源に

黎罎嚇にれに　収さ
おて資　票れ
いい金　　て
てなの　退い

鎧導魅牽
制
体

製
竪
嘉
三
る

入

れ
が
行
わ
れ
て

い
な

い

か

済

肋（
入職
者員
名の
簿勤
等務
関実
係態
書と
類出
は勤

　　3確の
保決適
　定正
　事な
　務保
　の護

　　2確描
保置適
　事正
　務な
　等入
　の所

　1推置に措
確　進等お置
保実　のけの
　施　適る実
　体　正入施
　制　化所機
　の　の措関

入

所
者
本

金
叢
窪
蛋
灌
整
昏
嚢5
嘉

　　　　　　　　　　　　〔2）　　　〔D
　　　エ　　 ウ　　 イ　　 ア　　 イア
適　が　れ認　場ま　て　　入て　　適
切ま行死てが入合農入いま入所い入適正
に桑わ亡い適所に　所る夜所措る所正な
行　れ等る切措はそ者な　措置な措に入
れ留いよ
て金るる
い品か入

わ遺てになに置

るの
力乙処

　分
　に
　つ
　い
　て
　は

　関
　係
　職
　員
　立

　い
　の
　も
　と
　に

。所
措
置
解
除
に

つ
い
て

は

速
や
か
に

そ

の
手
続
き

行像措除断
わ　置措会
れ年の置議
て1変期にい回更間必
る以等　要
力こ上の描に
　は手置応
ま訪続施じ
農問き設て
　調がの担
そ査適変当
のを切更職
状行に等員
況い行のを
矩重纒盆
録生てがさ
と状い認せ
し況るめて
て等ならい
残の　れる
さ確　たカ；

描置後
置後の
変の援
更継助
翻楼
が要適
生否正
じにに
たつ行
場いわ
合てれ
の見て
措直い
置しる
換がな
え行
はわ
適れ
正て
にい
行る
わカこ
れ

置入所
に所措
つ措置
い置事
て事務
　務は
よが’
り行確
必わ保
要れさ
性てれ
のいて
高るい
いかる
者Dカ1
を
優
先
し

て
措
置
さ
れ

（3〕（2）　（1〕

　　る
措新な入
置任　所
台職　措
帳員　置
等等　を
諸に　行
雛　対　う
　す　た
はる
整研
備修
さは
れ行
てわ
いれ
るて
かい
　る
　か

め

の

職
員
配
置
な
ど

の
組
織
体

製
豊
嚢
頂

螺
灘二
　壌実
灘穰

　関灘に
　讐
　’指

羅
，醍
　眼
　事
　項
　及
　び醇

、醸

　点


